
1969（昭和44）年11月創刊 
日刊(祝日・土日休刊) (1) 

鉱工業出荷・総供給12月 

前月比マイナス0.7％ 4か月連続低下 

外需落ち込み 内需は2か月連続上昇 

経済産業省 

経済産業省はこのほど2022年12月の鉱工業出荷内

訳・総供給 の概要 を発 表、出荷 は指 数92.7（100＝

2015年季節調整済）、前月比マイナス0.7％と4か月連

続の低下となった。内需（国内向け出荷）は前月比

0.1％と2か月連続で上昇したが、外需（輸出向け出

荷）は同マイナス4.8％と2か月ぶりに低下した。 

部材供給不足の緩和が続いたことなどから外需がけ

ん引して回復傾向を示していたが、世界的な金融引き

締め、中国経済の減速もあり、12月の外需が低調な動

きとなった。22年9月から、それまでの上昇の反動な

どにより内需が弱く、10月は外需も弱まり、11月もわ

ずかに前月割れ。12月も外需の落ち込みからわずかに

前月を下回った。内需は耐久消費財、資本財が上昇、

外需では生産財、資本財等が低下した。 

出荷水準をみると、12月の指数は内需が91.2、外需

が101.4。新型コロナ拡大直前の2020年1月はともに

97.1で、外需は拡大以前の水準を超えているが、内需

はいまだ低い出荷水準が続いている。 

内需の業種別では、12業種中4業種が前月比で上

昇。輸送機械工業が前月比4.2％と上昇し、なかでも

乗用車、船舶・同機関等が上昇した。次いで寄与が大

きかったのはプラスチック製品工業で、なかでも工業

用プラスチック製品、プラスチック製日用雑貨・容器

類等が上昇した。 

外需では12業種中7業種が低下。プラスチック製品

工業の工業用プラスチック製品、発泡プラスチック製

品等が低下した。 

次いで低下したのは生産用機械工業で、なかでも建

設・鉱山機械、金属加工機械等が低下した。 

財別分類では、内需で上昇が大きかったのは耐久消

費財で、次いで資本財。外需で低下か大きかったのは

生産財、次いで資本財等だった。 

主要仕向け先では、全ての主要地域向けが前月比低

下となった。低下が最も大きいのは中国で、輸送機械

工業、化学工業（医薬品除く）等が大幅低下した。 

次いで欧州が輸送機械工業、プラスチック製品工業

等で低下。米国は、輸送機械工業は上昇しているもの

の、生産用機械工業等の大幅低下により4か月連続の

低下となった。 

輸入をみると、指数103.2、前月比マイナス4.0％と

2か月連続の低下。業種別では13業種中9業種が低下と

なり、電気・情報通信機械工業、鉱業等が低下した。 

中国ではゼロコロナ政策の終了で経済が活発化する

ものの、感染再拡大や世界的半導体不足などサプライ

チェーンの混乱、物価上昇や利上げに伴う為替変動に

も注意する必要があるとしている。 

国内向け／輸出向け出荷の動向 
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■国際概況 

前半は中国の新型コロナ感染拡大に対する警戒感、世

界景気後退に対する警戒感や米株安などのマイナス材料

もあったが、12月の米ＣＰＩが事前予想の範囲内ながら

物価の落ち着きを示し、次回の米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）での利上げ幅は0.25％にとどまるとの見方

からドル安、米株の上昇などを好感しUP。 

1月15日時点で2,511ドル（セツル）と月初価格か174

ドルUPの前半締めとなった。 

後半は米公開市場委員会（ＦＯＭＣ）が開始されるな

か、米雇用コスト指数の伸び鈍化を受けた利上げ幅縮小

期待などのプラス材料あったがドル高・原油安を嫌気し

てDOWN。 

1月末日、後半スタート価格26ドルDOWNの2,577ドル。 

■前月の経済指標 

◆月間のドル/円レート （ＴＴＳ） 

     133.70→131.47（円） 

■国内指標  

◆自動車生産台数         

生産動態統計によると12月の自動車生産台数は前年

比－1.3％の66万1,012台。輸出は前年同月比－5.8%の33

万4,092台。 

◆自動車生産実績 

◆自動車販売台数 

日本自動車販売協会連合会によると1月の自動車販売台

数（軽除く）は前年比＋10.8％の22万9,497台。 

◆自動車販売台数推移 

◆住宅着工戸数 

12月の新設住宅着工は、貸家及び分譲住宅は増加し

たが、持家が減少したため、全体で前年同月比1.7％の

減少となった。また、季節調整済年率換算値では前月比

0.5％の増加となった。 

○新設住宅着工戸数は67,249戸。前年同月比1.7％

減、3か月連続の減少。 

○新設住宅着工床面積は5,328千㎡。前年同月比 6.6％

減、4か月連続の減少。 

○季節調整済年率換算値では846千戸。前月比0.5％

増、先月の減少から再びの増加。 

 
(次号へ続く) 

1月のアルミ概況および2月の見通し（1） 

出典 生産動態統計  

 出典 ＭＩＲＵ  

予 想 レ ン ジ  

ＬＭＥ現物後場買い2,300－2,700ドル   ☀ 

スクラップ +10円（前月最終価格より）  ☀ 

為 替   130円～135円        円安 

           （１か月間ＴＴＭ） 

出典 日本自動車販売協会連合会  
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2022年 第3四半期決算 

 前年同期比 36.8％減益 

販売量減少、原材料高騰 
タツタ電線 

タツタ電線株式（山田宏也社長）はこのほど、2022

年度第3四半期の連結決算を発表した。 

売上高は前年同期比3.2％増の46,591百万円とした

が、電線・ケーブル販売量の減少や原材料価格の高騰

などから、経常利益は同39.8％減の1,543百万円、純

利益は同36.8％減の1,115百万円と減益となった。 

主要原料の銅の国内建値は、期間平均で前年同期を

上回る水準。インフラ電線の需要は前年同期を下回る

水準で推移する一方、産業機器電線分野では一部向け

先での需要回復が続いた。機能性フィルムの主要用途

スマートフォンの販売量は世界的な物価上昇、中国の

景況悪化・ロックダウンの影響などにより低迷し、素

材需要は製品販売の低迷に加え、半導体その他の部材

不足、ユーザーの在庫調整などによる影響を受けた。 

電線・ケーブル事業セグメントでは、インフラ電線

が銅価格高止まりによる買い控えの継続と原材料価格

高騰による販売価格見直しに伴う競争激化により、前

年同期の販売量を11.0％下回った。 

一方、売上高は、銅価格が上昇したことや、産業機

器電線では一部向け先での需要回復が続いたことなど

により、前年同期比8.5％増の32,415百万円。 

営業利益は販売価格見直しなどに努めたものの、販

売量の減少、原材料価格の高騰、販売価格見直しの浸

透遅れ、銅価変動影響等により同68.8％減の168百万

円となった。電子材料事業セグメントでは、主力機能

性フィルムの需要は、スマートフォンの販売低迷や中

国ロックダウン、半導体等の部材不足、ユーザーの在

庫調整などにより同10.1％減少し、売上高は同9.4％減

の12,438百万円となった。 

その他事業セグメントでは、センサー、医療機器部

材、環境分析の各事業で需要回復が継続し、売上高は

同13.3％増の1,756百万円となった。 
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 10日朝入電の海外相場は、LME

（ロンドン金属取引所）銅相場

で、直物の前場売値が、前営業日

の9,006.00ドルより52.50ドル安の8,953.50ドル。直物

の終値は、前営業日の8,863.75ドルより88.49ドル高

の8,952.24ドル。3か月物の前場売値は、前営業日の

9,033.00ドルより51.50ドル安の8,981.50ドル。3か月

物の終値は、前営業日の8,892.50ドルより90.50ドル

高の8,983.00ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引

所）銅相場の3月限は、前営業日の403.55セントより

6.15セント高の409.70セント。SHFE(上海期貨交易

所)銅相場の3月限は、前営業日の6万8,200元より280

元高の6万8,480元。 

10日の東京為替市場TTSレートは、前日の132.64円

より0.07円の円安ドル高、1ドル＝132.71円。 

10日に入電した直近のLME銅相場直物前場売値は

8,953.50ドル。この値と10日の東京外国為替市場US

ドルTTSレートから計算した国内採算値は、前日の

123万2,000円 よ り6,000円 安 の122万6,000円。こ の

日、電気銅建値は122万円に据え置かれた。 

為替動向 

9日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで上

昇。16時、前日と比べ0.0040ドルユーロ高ドル安、1

ユーロ=1.0760ドル～1.0770ドルで推移した。この

日、米国の長期金利が低調だったことを受け主要通貨

に対しドルが売られた。アジアや欧米の株式相場も堅

調に推移、投資家のリスク回避姿勢が後退しドルを売

る動きにつながった。 

英ポンドも対ドルで上昇。16時、前日と比べ0.0090

ド ル の ポ ン ド 高 ド ル 安、1ポ ン ド =1.2160ド ル ～

1.2170ドルで推移した。英中銀高官の「（インフレに

対し）力強い行動が果たす役割がある」との発言が伝

えられたことがポンド買いを促した。 

9日のニューヨーク外国為替市場で円相場は続落し

た。前日と比べ0.10円の円安ドル高、1ドル=131.50円

～131.60円で取引を終えた。この日の午後、公表され

た米国の30年物国債入札が低調だったことから、債券

の需給が緩和するとの受け止めが拡がり長期金利が上

昇、これに呼応し円が売られた。 

10日早朝の東京外国為替市場でも円相場は下落し

た。8時30分、前日17時と比べ0.30円の円安ドル高、1

ドル=131.44円～131.45円で推移した。米国では労働

市場の強さを背景に金融引き締めが長期化するとの観

測が拡がっており、9日の債券市場でも長期金利が上

昇、金利差の拡大を見込み円売りドル買いが優勢に

なっていた。円は対ユーロでも下落。8時30分、前日

17時と比べ0.38円の円安ユーロ高、1ユーロ=141.14

円～141.17円で推移した。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

(1トン程度･置場･現金･キロ当たり円) 

関東地区（2月前半） 

2S=215円～235円、63S=199円～250円、アルミホ

イール(1P)=116円～230円、ビス付サッシ=85円～

94円、エンジンコロ=90円～98円、込合金(機械鋳

物)=86円～94円、缶プレス(ソフト)=51円～61円。 

関西地区（2月前半） 

2S=233円 ～235円、63S=235円 ～270円、印 刷 版

=225円～230円、アルミホイール(1P)=221円～234

円、ベースメタル=139円～143円、機械鋳物=96円

～99円、ダライ粉=80円～83円、ビス付サッシ=78

円～113円、缶プレス=73円～78円。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(2月3日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が1054～1059、上銅新のうちタフピッチ

や無酸素銅などは1019～1024、並銅は984～994、

込銅（高品位＝約97％）は974、セパは708～713。

コーペルは要り用筋で649、それ以外は634ほど。

黄銅削粉も同様に要り用筋659、それ以外629～639ど

ころの値頃。並青銅鋳物削粉は861～866どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が1034～

1054、上銅新くずが999～1019、普通上銅が974～

994、2号銅線が966～986、並銅が964～984、込銅

(94-97％)が912、込銅(90-93％)が914、下銅が464

～514、セパが673～708、コーペルが589～634、黄

銅棒地が584～629、黄銅削粉が579～624、黄銅ラ

ジが544～552、交叉ラジが569～626、黄銅銅鋳物

が551～558、送りが317～336、上青銅鋳物が858～

878、並青銅鋳物が838～853、上青銅鋳物削粉が

853～873、並青銅鋳物削粉が828～848どころ。 
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10日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取

引所）の銅相場で、直物の前場売値が、2月9日入電の

9,006.00ドルより52.50ドル安の8,953.50ドル。反落して

0.58%安。この週1.18%の下落。2月に入って1.34%の下

落。3か月物の前場売値は、2月9日入電の9,033.00ドル

より51.50ドル安の8,981.50ドル。反落して0.57%安。こ

の週1.03%の下落。2月に入って1.36%の下落。 

LME公認倉庫の現地2月8日銅在庫は、前日の6万

5,100トンより625トン減の6万4,475トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、2

月限が、2月9日入電の404.35セントより6.20セント高

の410.55セント。反発して1.53%高。この週1.05%の

上伸。2月に入って2.91%の下落。中心限月に当たる3

月限は、2月9日入電の403.55セントより6.15セント高

の409.70セント。反発して1.52%高。この週1.00%の

上伸。2月に入って3.05%の下落。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、2月限が、2月9日

入電の6万8,240元より80元高の6万8,320元。2営業日の続

伸で0.57%高。この週0.44%の下落。2月に入って1.51%の

下落。中心限月に当たる3月限は、2月9日入電の6万8,200

元より280元高の6万8,480元。2営業日の続伸で0.69%

高。この週0.55%の下落。2月に入って1.40%の下落。 

錫は反落 

LME錫相場の前場売値は、直物が、2月9日入電の2

万8,050.00ドルより375.00ドル安の2万7,675.00ドル。

3営業日ぶりの反落で1.34%安。この週3.40%の下落。

2月に入って5.38%の下落。3か月物の前場売値は、2

月9日入電の2万8,150.00ドルより400.00ドル安の2万

7,750.00ドル。3営業日ぶりの反落で1.42%安。この週

3.48%の下落。2月に入って5.29%の下落。 

LME公認倉庫の現地2月8日錫在庫は、前日の3,180

トンより25トン増の3,205トン。 

鉛はまちまち 

LME鉛相場の前場売値は、直物が、2月9日入電より

横ばいの2,130.00ドル。この週0.78%の上伸。2月に

入って0.56%の下落。3か月物の前場売値は、2月9日

入電の2,121.00ドルより4.00ドル高の2,125.00ドル。2

営業日の続伸で2.11%高。この週0.09%の下落。2月に

入って1.16%の下落。 

LME公認倉庫の現地2月8日鉛在庫は、前日の2万

2,175トンより25トン減の2万2,150トン。 

亜鉛は反落 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、2月9日入電の

3,202.00ドルより22.00ドル安の3,180.00ドル。反落して

0.69%安。この週5.39%の下落。2月に入って6.72%の下

落。3か月物の前場売値は、2月9日入電の3,158.50ドル

より6.50ドル安の3,152.00ドル。反落して0.21%安。こ

の週5.25%の下落。2月に入って6.80%の下落。 

LME公認倉庫の現地2月8日亜鉛在庫は、前日の1万

9,425トンより1,950トン増の2万1,375トン。 

アルミは続落 アルミ合金はまちまち 北米特殊もまちまち 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、2月9日入電

の2,469.00ドルより44.50ドル安の2,424.50ドル。7営

業日の続落で7.14%安。この週5.29%の下落。2月に

入って4.30%の下落。3か月物の前場売値は、2月9日

入電の2,508.00ドルより41.00ドル安の2,467.00ドル。

7営業日の続落で6.69%安。この週4.90%の下落。2月

に入って4.16%の下落。 

LME公認倉庫の現地2月8日アルミ在庫は、前日の

49万5,750トンより万5,200トン減の49万0,550トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、2月9日

入電の2,090.00ドルより2.00ドル高の2,092.00ドル。2

営業日の続伸で0.14%高。この週横ばい。2月に入って

0.05%の下落。3か月物の前場売値は、2月9日入電よ

り横ばいの2,150.00ドル。この週横ばい。2月に入っ

て横ばい。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売

値は、2月9日入電の2,333.00ドルより3.00ドル高の

2,336.00ドル。20営業日の続伸で13.40%高。この週

0.30%の上伸。2月に入って0.56%の上伸。3か月物の

前場売値は、2月9日入電より横ばいの2,389.00ドル。

この週横ばい。2月に入って横ばい。 

ニッケルは反落 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、2月9日入

電の2万7,300.00ドルより250.00ドル安の2万7,050.00

ドル。反落して0.92%安。この週7.08%の下落。2月に

入って7.99%の下落。3か月物の前場売値は、2月9日

入 電 の2万7,550.00ド ル よ り225.00ド ル 安 の2万

7,325.00ド ル。反落し て0.82%安。この 週7.06%の下

落。2月に入って7.90%の下落。 

LME公認倉庫の現地2月8日ニッケル在庫は、前日の

4万9,188トンより936トン減の4万8,252トン。 

L M E 銅 相 場 は 反 落  直 物 終 値 は 8 , 9 5 2 . 2 4  
C O M E X 銅 相 場 は 反 発  S H F E 銅 相 場 は 続 伸  
L M E 非 鉄 相 場 は 軟 調 も 午 後 は ド ル 安 を 反 映 、 全 面 高 に  
亜 鉛 直 物 終 値 は 3 , 1 5 2 . 0 0 ド ル  ア ル ミ 直 物 終 値 は 2 , 4 6 2 . 8 5 ド ル  

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 9,006.00 28,050.00 2,130.00 3,202.00 2,469.00 2,090.00 2,333.00 27,300.00

前営業日比 141.00 1,000.00 61.00 65.00 ▲ 3.50 1.00 2.00 490.00

公示価格 9,033.00 28,150.00 2,121.00 3,158.50 2,508.00 2,150.00 2,389.00 27,550.00

前営業日比 141.50 1,050.00 40.00 63.50 ▲ 6.00 0.00 0.00 445.00

LME公示価格(US$)／2月8日

直物

先物



日刊金属 2023(令和５)年 ２月１３日(月) (6) 昭和４4年11月創刊 

入電 ・ 現地 2月9日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2260.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2223.9

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 8953.0 8953.5 8995.0  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 ▲ 52.5 76.5 (カーブ) 金（オンス） 1879.10

先   物 8980.5 8981.5 9022.5 8983.0  アンチモン99.65％（トン) 12850 ― 13200

出来高 前日比 ▲ 51.5 75.0 110,840 ビスマス99.9％(ポンド) 3.50 ― 4.00

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.71 ― 1.81

現   物 27625.0 27675.0 27673.0 インジウム99.99％(キロ) 230 ― 251

前日比 ▲ 375.0 323.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 7.00 ― 9.00

先   物 27725.0 27750.0 27800.0 27745.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 8.00 ― 9.95

出来高 前日比 ▲ 400.0 345.0 4,019 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 80.00 ― 100.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 18.00 ― 20.00

現   物 2129.0 2130.0 2127.0 マグネシウム中国産99.9％(トン) 3500 ― 3800

前日比 0.0 0.5 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2123.0 2125.0 2123.0 2126.0 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 93 ― 98

出来高 前日比 4.0 4.0 51,548 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （9日） （10日）

現   物 3178.0 3180.0 3182.0 相   場 - -

前日比 ▲ 22.0 13.5 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3150.0 3152.0 3155.5 3123.0 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 ▲ 6.5 22.0 84,290  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.3072 4.3279

現   物 2424.0 2424.5 2455.5 採算円／キロ - -

前日比 ▲ 44.5 11.5 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2465.0 2467.0 2493.0 2499.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 ▲ 41.0 10.0 219,682 銅 64,475 ▲ 625

アルミ合金 　 錫 3,205 25

現   物 2082.0 2092.0 2092.5 鉛 22,150 ▲ 25

前日比 2.0 2.5 (カーブ)  亜鉛 21,375 1,950

先   物 2140.0 2150.0 2150.0 2150.0 アルミ 490,550 ▲ 5,200

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 1,920 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 1,140 ▲ 40

現   物 2326.0 2336.0 2336.5 ニッケル 48,252 ▲ 936

前日比 3.0 4.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2379.0 2389.0 2389.0 2389.0 (2／3 現在） 銅 226,509 86,542

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 245,333 18,938

ニッケル 亜鉛 90,983 46,735

現   物 27010.0 27050.0 27895.0 鉛 45,681 ▲ 7,954

前日比 ▲ 250.0 582.0 (カーブ) ニッケル 2,812 588

先   物 27275.0 27325.0 28080.0 29142.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 ▲ 225.0 575.0 45,058 (2／10 ） 銅 8,956.5 - 8,958.5

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 27,505.0 - 27,620.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,118.0 - 2,120.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,124.0 - 3,124.5

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,483.0 - 2,484.0

2月限 410.55 1866.2 2209.7 957.9 1613.70 ニッケル - - -

3月限 409.70 1870.0 2214.3 963.9 1616.70 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

4月限 410.30 1878.5 2224.1 964.2 1617.80 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

5月限 410.90 - 2234.0 - - 2月限 68320 18900 23265 15210 214570

6月限 411.30 1895.3 - - 1631.90 3月限 68480 18945 23325 15245 210440

前 日 比 6.20 ▲ 11.2 ▲ 27.0 ▲ 20.8 ▲ 19.20 前 日 比 80 ▲ 195 ▲ 180 ▲ 20 290

出 来 高 140,571 174,104 72,344 22,143 5,908 出 来 高 14145 14875 1905 245 372

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 19.69

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 8954 27675 2130 3180 2425 27050 411 68320 18900 23265 15210

132.71 1228 3873 320 462 338 3790 1247 1345 372 458 299

+0.07 ▲ 7 ▲ 48 1 ▲ 2 ▲ 6 ▲ 31 18 8 ▲ 2 ▲ 2 0

（2月10日

（6.45）

（10.0）

（▲ 12.5）

※現地10日のKLTMは入電がありません。

元・円＝



日刊金属 2023（令和５）年 ２月１３日(月) (7) 昭和４4年11月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1520  1475 亜鉛板0.3×3×7  620  620 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1570  1525 印刷用亜鉛板トッパン用  790  790 2Ｃ×1.6 56～58

銅大板2×1×2  1650  1675 給水管13ミリ  300  300 2Ｃ×2.0 99.5～102

銅管(ベース)  1680  1675 鉛板1.5ミリ  570  570 3Ｃ×1.6 104～107

水道用管(m当たり)13ミリ  1590  1585 鉛線3ミリ  465  465 3Ｃ×2.0 152～155

銅棒25ミリ  1430  1445 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1485  1490 アルミ箔0.007ミリ  1115  1135 1.6mm 31.9～33.9

銅線0.9ミリ  1510  1505 　〃　小板1ミリ  750  765 5.5sq 87～92.5

銅帯6×50  1440  1445 　〃　大板1ミリ  730  755 14sq 217～231

銅平角線  1710  1675 　〃　5052板  785  805 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1245  1235 　〃　6061板  1315  1335 600V  3Ｃ×38 1654～1758

　　〃　0.3ミリ  1275  1265 　〃　2017板  1240  1365 600V  3Ｃ×60 2547～2707

黄銅大板2×1×2  1395  1415 　〃　線3ミリ  730  750 600V  3Ｃ×100 4279～4548

黄銅管  1720  1715 　〃　快削棒50ミリ  950  970 6kV  3Ｃ×38 2653～2815

復水器用黄銅管  1630  1625 　〃　合金棒50ミリ(17S)  935  950 6kV  3Ｃ×60 3705～3931

黄銅棒快削25ミリ  1010  1010 　〃　合金棒50ミリ(56S)  890  910 CVV 　（関西関東）

六角棒  1040  1040 3Ｃ×2 129132

四角棒  1070  1070 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 173177

鍛造用  1050  1050 白金(グラム) 6Ｃ×2 246252

ネーバル  1150  1150 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 281288

高力  1150  1150 金(グラム) 合金鉄 12月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1420  1415 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  206 

黄銅平角線ロール仕上  1620  1625 　　　〃　　　その他  235.1 

黄銅条1.5×100  1240  1250 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  324 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2730  2920 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  225.2 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2970  3170 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  4132 

リン青銅棒25ミリ  2890  3100 タンタル フェロバナジウム  3436 

リン青銅線3ミリ  3210  3420 マグネシウム フェロニッケル33％未満  679.7 

洋白板一般用1.0ミリ  3910  4060 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  4060  4220 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1275 

2種　 2種　  1605 

3種　 3種　  1695 

4種　 6種　  1380 

5種　 7種　  1495 

7種　 YBSC　3種　  1125 

8種　 LBC　3種　  1640 

9種　 PBC　2種　  1715 

 7942 

（2月10日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 4558 

 7942 

◆ 8730 

◆ 104940 

12月通関（CIF）

 446 

 4186 

 74263 

 475 

 4810 

 4670 

 4520 

 3965 

 3810 

 1330 

 1155 

 1000 

 27162 

2月1日改定 2月1日発表



日刊金属 2023(令和５)年 ２月１３日(月) (8) 昭和４4年11月創刊 

山元建値　 電気銅 1220(3) 金 7,919(10)

（）実施日　 電気鉛 336(8) 銀 94,610(10)

電気亜鉛 466(9) 錫(99.99％) 5,200(1)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 36,000 ～ 40,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1092  1085 電 気 銅 ◎ 1189 ◎ 1184 ◎ 1191 ◎ 1186 

2 号 銅 線  1050 　 　― 電 気 亜 鉛  444  438  444  438 

上 銅 ( 新 切 )  1063  1055 蒸 留 亜 鉛  432  426  432  426 

雑 ナ ゲ ッ ト  921  915 再生ダイカスト亜鉛2種  357  351  357  351 

並 銅  1005  984 再 生 亜 鉛 (98%)  310  304  310  304 

下 銅  986  956 電 気 鉛  317  314  317  314 

銅 削 粉  980  959 再 生 鉛 1 号  294  284  290  285 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  299  295  295  291 

新 切 黄 銅 セ パ  814  825 錫 1 号 ◎ 3950 ◎ 3900 ◎ 3950 ◎ 3900 

コ ー ペ ル  782  783 ア ン チ モ ン  1750  1700  1750  1700 

黄 銅 棒 地  780  771 ニッケル (メッキ用 )  3700  3650  3700  3650 

黄 銅 削 粉  774  767 コ バ ル ト  5800  5500  5800  5500 

並 黄 銅  700  665 セ レ ニ ウ ム  2700  2500  2700  2500 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  623  611 ビ ス マ ス  1350  1250  1350  1250 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  623  616 カ ド ミ ウ ム  600  550  600  550 

黄 銅 鋳 物  705 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  470  450  470  450 

山 送 り (55%)  415 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◎ 368 ◎ 364 ◎ 370 ◎ 366 

上 青 銅 鋳 物  862 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  328  323  328  323 

並 青 銅 鋳 物  860  836 〃 90 ％  298  293  298  293 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  855 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  435  430  438  433 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  845  821 鋳 物 用 C2BS  459  454  461  456 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1085 青 銅 合 金 地 金 3 種  1605  1595  1660  1650 

〃 ( 鋳 物 )  976 　 　― 〃 6種  1300  1290  1350  1340 

リ ン 青 銅 削 粉  894  874 ハ ン ダ 錫 60 ％  3220  3180  3240  3210 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  906  881 〃 50 ％  2785  2735  2805  2775 

新 切 亜 鉛  233  233 〃 40 ％  2410  2350  2365  2335 

ダ イ カ ス ト く ず  198  198 減 摩 合 金 2 種  4625  4595  4630  4600 

亜 鉛 ド ロ ス  177  185 〃 4 種  3920  3895  3925  3895 

上 鉛  149  147 〃 7 種  1275  1225  1275  1225 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  32  32 ス テ ン レ ス ・ 特 金  90  85 

活 字 鉛  134  131  75  70 

新 切 ア ル ミ 1 級  260  259  280  280 

新 切 サ ッ シ 1 級  260  257  500  500 

新 切 合 金 1 級  245  237  23  24 

機 械 鋳 物 1 級  185  192  255  255 

ビ ス 付 サ ッ シ P  206  200 

合 金 削 粉 P  125  136 

込 ガ ラ P  118  125 

カ ン ・ バ ラ  163  156 

◎上げ　◆下げ (2月10日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種


